
平成２８年１１月２４日（木）
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４番 ５番

その他の 教育次長、幼児・学校教育課長、人権・社会教育課長、

出 席 者 幼児・学校教育課 学校教育室長、幼児・学校教育課担当

参 観 人

１．開会宣言（午前９時３０分）

委員長

２．議事日程の報告

委員長

  日程第１ 会議時間の決定

自 午前９時３０分      至 午前１１時

  日程第２ 教育長報告並びに連絡事項

教育長

○

○

○

　会議時間については、午前９時３０分から終了目標を午前１１時としたい。

　１０月２９日～１１月２４日までの報告事項、１１月３０日までの今後の予定に
ついて説明。

　１０月２９・３０日には、９回目となる「町総合文化祭」を開催した。１日目は
風があり肌寒く感じられたためか来場者が少なめだったが、２日目は一転好天に恵
まれ、たくさんの人出でにぎやかだった。中学校合同吹奏楽では生徒数減による３
校合同演奏になったのは残念だが、１・２年生４０人（うち男子４～５人）で迫力
ある演奏を披露してくれた。

　１１月１日には、県・市町村教育行政連絡協議会が倉吉で開催された。内容は県
の来年度事業の説明だが、町に必要なもの・役に立つものは積極的に取入れていく
べきであると思う。

　３日には、大山三宝荒神大神楽が行われ、特設神殿では国指定重要無形民俗文化
財である比婆荒神神楽社をはじめ３つの神楽が披露された。笛や鐘の音が響く大山
というのは独特の荘厳な雰囲気があり素晴らしかった。

山根　浩 伊澤百子

0人

日   程

　ただいまから第１４回目の大山町教育委員会を開会する。
　日程については、配布資料のとおりである。

平成２８年 第１４回 大山町教育委員会 議事録

日  時 ：

午前９時３０分～

場  所 ： 名和公民館 第１会議室

金田吉人 湊谷紀子 林原浩子
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委員長

幼児・学校教
育課長

委員長

委員

　ただいまの報告、連絡事項で補足事項はないか。

　お手元にある今年度町内保育所発表会の案内を見ていただきたい。案内文にある
とおり各保育所で発表会を行うので都合がつけばご観覧いただきたい。

　その他みなさんから質問、意見等ないか。なければ委員の皆さんから小学校学習
発表会、中学校文化祭を観覧された感想をお願いしたい。

　大山西小６年生の劇について、昨年、当時５年生だったときの発表を見ていたの
で、１年でここまで変わるものか、と驚くほど練習の成果が出たと思う。すばらし
かった。４年生のカラス天狗は、何年か前に見たものがあまりにも衝撃的だったた
めか、少し物足りなさを感じた。カラス天狗は、西小の宝なので厳格に受け継いで
欲しいと思う。中山小で拉致問題を題材にした劇については、ＮＨＫのテレビで放
送され、拉致被害者家族の松本さんが、忘れられていく問題をこのように勉強して
くれたことに喜んでおられた。全体的に今年の小学校の学習発表会を見てレベル
アップしていると感じた。名和中の文化祭では先生が仮装して生徒受けのよい歌謡
曲をグループで歌って踊られた。子どもたちとのコミュニケーションのために頑
張っておられると思うが、先生方がそこまでしないといけないものかと少し複雑な
気持ちだった。大山中の全員合唱は、会場がひとつになったように感じられてすご
くよかった。

  ５日には、中山小学校学習発表会が開催され、劇で拉致の問題、米子市の松本さ
んの事件におそらく県内ではじめて取り組んだ。内容的には準備不足であると感じ
させたがＮＨＫをはじめ多くのマスコミが取材に来ていた。

  ８日、９日は大山青年の家給食会視察研修に参加し、南あわじ市あわじ青少年交
流の家を視察した。スタッフ３～４人で多いときは８００人分の食事を準備すると
いうことで、季節ごとに献立を変えるということだが、基本的に毎日同じものを少
ないスタッフで何百人分も作るとういう工夫・システムに驚いた。

　１０日には県情報政策課の職員が来庁した。佐賀の情報流失の事件を受け、これ
まで佐賀県は情報セキュリティの面で全国の最先端とされていただけに、セキュリ
ティ対策の重要性を強調された。学校教員等の情報セキュリティ対策は、県がすべ
て行うことになり、学校業務支援システムの共同調達については大山町も参加する
ことになった。

  １２日には職員採用面接試験を行った。合格者が少なく退職予定者を考えると職
員が不足する状況である。今後追加募集をする予定となっている。

　１４日には八橋警察署管内犯罪被害者支援ネットワーク会議に出席した。警察が
犯罪被害者をどう支援していくかというこれまであまり取り組めていない問題につ
いての内容で、なかなか難しいが必要な取り組みであると感じた。

  ２８日には、第２回西部町村就学支援委員会が米子市で行われる。小学校新入生
が対象で、本町は４人について委員会に諮るよう予定している。

　４日には、町誘致企業である片木アルミの片木社長が来庁され、毎年いただいて
いる寄附金の贈呈があった。西部地区の小中学生を対象に「青少年育成剣道大会」
が開催され、大会運営に関しご協力をいただいているところである。
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  日程第３ 議案　第１号

委員長

教育次長

委員長

全委員

  日程第４ 議案　第２号

申請児童生徒数　１名　　認定児童生徒数　１名

　議案第１号について説明させていただく。
　この要領は、障害者差別解消法に対応するもので、職員、教職員の要領策定につ
いては努力義務とされているが、町と教委が足並みをそろえて策定するよう上程し
たものである。内容は先に作成された町職員のものに準じたもので、町職員にはな
い教職員独自のものは県教委が作成したものを参考にしている。
　具体的には、第５条について教職員は町職員とは相談体制が異なるので県教委の
ものを参考にしている。また第６条の３は町作成のものには特に記載はないが、積
極的に研修を受講すると明記している。教育委員会の承認を受け１２月１日に施行
する予定としている。ご審議をお願いしたい。

　ただいま事務局より説明のあった議案について、意見をお願いしたい。意見がな
いようであれば採決にうつる。議案第１号は承認ということでよろしいか。

　了承。

平成２８年度準要保護児童生徒の認定について

　名和中文化祭を少しだけ観覧した。先に話の出た先生たちの演技についてはそこ
までする必要があるのかと感じたが、今の時代は難しいクラスもあるので先生方も
あらゆる場面で必死に頑張っておられるということだろうと思う。大山中の全員合
唱はよくまとまっており素晴らしかった。１年から３年まで全員がよくまとまっ
て、会場をひとつにした。学校自体がよくまとまっていると感じられて嬉しく思っ
た。

　その他みなさんから質問、意見等ないか。ないようであれば、先に進んで日程第
３にうつる。

障がいを理由とする差別の解消の推進に関する大山町立学校教職員対応要領
の制定について

　事務局よりご説明をお願いしたい。

　大山西小、名和中、中山中を観覧した。大山西小は全体的によく学習し練習して
いると感じた。名和中文化祭は盛りだくさん過ぎて全部はなかなか見れないと思っ
た。１日目は保護者の参加が少なかった。中山中文化祭は３年生の合唱が素晴らし
くとても印象に残っている。

　中山中の合唱について素晴らしいと感じた。１年より２年、２年より３年と学年
が上になるほど声がよく出ていた。大山西小の６年の劇は素晴らしかった。真剣に
演技していると感じられ、今の自分たちの言動・行動でよいのかを考えながら、新
しい歩みをしていきたいというメッセージを自分たちの言葉で表現していると感心
した。ただ６年の演技を見ないで帰る保護者が多かったことが少し残念だった。



３．その他

４．次回の開催日程 平成２８年１２月２６日  午前９時３０分～

５．閉会宣言（午前１１時４分）

・西部町村教育委員会連絡協議会合同研修会について

・平成２８年度学校計画訪問のまとめについて


